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平成２６年白老町議会広報広聴常任委員会会議録 

 

平成２６年 ９月１９日（金曜日） 

開  会  午後 ３時５５分 

閉  会  午後 ４時２２分 

                                         

○会議に付した事件 

１．議会懇談会のまとめについて 

                                         

○出席委員（１２名） 

 委 員 長 氏 家 裕 治 君      副委員長 斎 藤 征 信 君 

委  員 吉 田 和 子 君      委  員 松 田 謙 吾 君  

委  員 西 田  子 君      委  員 広 地 紀 彰 君 

委  員 吉 谷 一 孝 君      委  員 小 西 秀 延 君 

委  員 山 田 和 子 君      委  員 本 間 広 朗 君 

委  員 前 田 博 之 君      委  員 及 川   保 君 

議  長 山 本 浩 平 君 

                                         

○欠席委員（１名） 

 委  員 大 渕 紀 夫 君 

                                         

○説明のため出席した者の職氏名（なし） 

                                         

○職務のため出席した事務局職員 

     主      幹    本 間 弘 樹 君  
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◎開会の宣告 

○委員長（氏家裕治君） ただいまより広報広聴常任会を開催させていただきます。 

（午後 ３時５５分） 

                                         

○委員長（氏家裕治君） きょうの皆さんへのご案内は議会懇談会の開催についてでございま

す。レジメにあるように懇談会の持ち方について、それから実施要領について。そして実施計

画について。それと周知方法についての議論をさせていただきたいと思います。懇談会の持ち

方については昨年同様各地区の連合町内会ごとに開催するものと考えております。昨年未実施

の連合町内会は９カ所あるのです。これが資料１に載っているところでございます。網掛けに

なっている場所がそうです。今回大きく変わるのは虎杖浜と萩野が入っていないということで

す。それから竹浦地区の町内会連合会、前回未実施であった本通町内会から飛生町内会、ここ

を抜かした町内会です。浜竹浦町内会、幌内東町内会から始まってクラウン町内会まで、この

部分が竹浦地区の町内会連合会で残っているところでございます。この網掛けのところで実施

していきたいということでございますが、これについては皆さんいかがでしょうか。よろしい

ですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（氏家裕治君） そういうことで昨年、一応こういった趣旨で目的でということで皆

さんにお話したとおり今回残りの９町内会連合会、ここで開催させていただきたいと思います

のでどうぞよろしくお願いいたします。実施要領については資料２に載っていますが、前回同

様の趣旨でございます。目的も記載のとおりでございますのでどうか見ていただいて、もし何

かここでご意見があれば受けつけますがこの内容でよろしいですか。要領についてです。よろ

しいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（氏家裕治君） 次に実施計画についてでございます。開催日時と会場、それから班

編成、とりあえずこちら執行部側のほうである程度の内容を記載させていただきました。一応

この会場が例年どおり９会場になるのですけれども、北吉原本町生活館、それから白老生活館、

しらおい経済センター、石山青葉町内会館、それから栄町町内会館、白老中央生活館、白老コ

ミセン、緑丘福祉館、竹浦はまなす会館、会場的にはほとんどが 20 名以上の出席者がいても

対応できる会場となっておりますので、こういった形の中でご了承いただければ予約といいま

すか、これから手続をしていきたいと思いますが会場については皆さんいかがでしょうかよろ

しいですか。その会場の横には地区町内会連合会名が列記されていますけれども、大体その地

域の方々が集まっていただけるような形をとるということになります。前田委員。 

○委員（前田博之君） 班編成なのですけれども、これでいいのですけれども白老の人は白老

でかたまっているのだけれども前回も私社台に行ったときに東町と重なっているのです。だか
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ら地区別に分けたのはわかるのだけれども半数ずつばらしてもらったほうがいいと思うのです。

そちらの地域わかるのだけれども、だけど白老の人がどういう意見を持っているかわからない

のです。だから分けてもらわないと何か偏ってしまうし、意見がわからないのです。今言った

ように地域に行ってしまうと毎年同じ場所に行って私にしたってほかの人もそうです。だから

分けてもらって順番に歩けるようにしてもらったほうが、町民のどういう声を聞いていていた

かということが地域が違うから我々はわかるのです。地域に固定されてしまうから。同じ意見

しか聞けないし来る人が大体わかってくるから。だからその辺ちょっと考えてください。 

○委員長（氏家裕治君） 多分そういった意見も出られるのだろうと思っていました。ただち

ょっと執行部のほうでは各地域から選出されている方々、その地域での課題だとか、そういっ

たものを捉える分にはこういう形。でも今前田委員が言われたとおり例えばほかの地域の声も

聞きたい、自分たちの地域だけではなくてほかの地域も聞きたいという方も多分中にはいらっ

しゃると思いましたので、そういった意見が聞かれるのがこういった常任委員会の場なのだろ

うと思いますので皆さんのご意見をお伺いしながら、そのほうがいいですという方が大半であ

ればそういう形をとっていきますし、これでいいという方が多ければこのまま進めさせていた

だきたいと思いますので、ここでは皆さんのお話をちょっとお伺いしておきたいと思います。 

西田委員。 

○委員（西田祐子君） ちょっと一つ前に入らせていただきたいのですけれども、ここのとこ

ろの石山青葉町内会館、Ａ班が 10 月 14 日になっているのですけれども、ここは私人がほとん

どいないのに青葉町内会にちょっといるだけで、むしろこちらの石山に行くぐらいだったら萩

の里とかそちらのほうが 200 名も 300 名も住んでいるのです。反対にこの石山町内会館といっ

ても青葉町内会館のところはちょっと何十軒か家があるけれども石山の第１とか第２とかにな

った場合は何キロも先ですから。これは夜にそしてやれといっても集まって来るのではないで

しょうか。 

○委員長（氏家裕治君） 今回執行部のほうで考えさせていただいたのは前回回っていないと

ころの町内会、そこも今回回るということだったので、ここで本年度完結するのです。 

○委員（西田祐子君） それでいったら石山、萩野も石山の旭化成団地とか何かあるでしょう。 

あそこ１回か行きましたか。 

○委員長（氏家裕治君） 行きました。今回の残りなのです。ですから多分戸数の少ない部分

も中にはあると思うのです。これで本年度一応前町回るという形になりますので、確かに集約

されていない集落もあると思うのですが。及川委員。 

○委員（及川 保君） この議会懇談会の趣旨は、私は小委員会に所属しているから余り意見

はその場で述べればいいのだけれども、趣旨としたら我々議員というのは町全般の町民の皆さ

んの声を聞くという意味では余りその地元という部分というのは考えなくてもいいのかという

のはありますけれども。 

○委員長（氏家裕治君） どうですか。皆さんそういう意見もございます。例えばその各地区
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から選出されているからということでそれで縛られることなく、例えばばらばらにして組み合

わせてもらってもいいという考え方が多ければそれなりにこちらのほうで、そのかわりこちら

のほうである程度まとめさせていただきますけれども。小西委員。 

○委員（小西秀延君） これまで実施してきて小委員会のほうでまた割り振りをこれまで実施

してきた過程の中でまた考えていただいていると思うので、私はこれでいいのではないかと思

うのですけれども。 

○委員長（氏家裕治君） 委員長としてはどんなやり方でもいいのです。どんなやり方でもい

いので皆さん今回変わったやり方でやってみようというのであればその方向でもいいのです。

ただいいと改めて考えることはないからこれでいいというのであればこれでやらせてもらいま

すけれども、ただせっかくですので本年度で去年皆さんにお願いして始めさせていただいた懇

談会、今回で一応完結する形になりますのでそういった面ではいろんなやり方をしてみてもい

いかという思いもありますのでどんどん思いがあれば意見を出していただいて、ここで決めさ

せていただければと思います。松田委員どうですか。 

○委員（松田謙吾君） この班編成については。松田委員一緒にいてこれでいいと決めたので

す。それでこれを決めたのです。だからそれ以外の人が話をすればいいのです。 

○委員長（氏家裕治君） ただ小委員会で一応決めたことでありますけれども、あくまで大枠

なのです。会場だとか、それから町内会連合会の回る場所というのはこれは確定なのです。こ

こで回るのです。あと会場もこれでよければこれでおさえます。ただ班編成については小委員

会の中で大枠は決めたのですが、この中で皆さんのいろんな意見を聞きながらそうしたほうが

やはりいいかということであればいろんな意見を出してもらっていいと思うのです。前田委員。 

○委員（前田博之君） 私がいっているのは班のつくり方とか、地域、地域になってしまうで

しょう。だから班の中身は決めたことだから何もいいのだけれども、会場を白老なら白老、こ

の辺に住んでいる人がそこは行かなくて竹浦に行くとか私がいっているのはそういう意味です。 

○委員長（氏家裕治君） それではまず班編成はこのままいかせていただきたい。ただその班

の回る、例えば北吉原本町生活館はＡ班となっていますね。次はＢ、Ｃとなっていますけれど

も、ここのやりくりでちょっと変えさせてもらえれば皆さん、ただ一つ皆さんに言っておきた

いのは大体ちょっと白老に今回集中しているのです。割り振りの関係で白老に集中しているも

のですから、その辺だけちょっと了承ししていただければそういう形になるということだけ知

っていただければ、あとほかの違ったところをちょっと見てみたいという部分も、声を聞いて

みたいという部分も、皆さんのご意見に添えるかどうかわかりませんけれどもそういった部分

でちょっとこの辺を調整させていただくという形でよろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（氏家裕治君） 西田委員。 

○委員（西田祐子君） 本当に旭化成団地のほうは行ったことあるのですか。 

○委員長（氏家裕治君） 会場は萩野生活館ですけれども。向こうの人たちも来てくれたので
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す。斎藤副委員長。 

○副委員長（斎藤征信君） 今の考え方も大事なのですけれども、今回は予想の班とも竹浦と

虎杖浜だけであとはみんな白老なのです。そうすると動かしてもまた同じ結果になるのです。 

○委員（松田謙吾君） そっくり１番上のＡ班とＢ班を動かせば、そうすればＢ、Ａ、Ｃにす

ればいいのです。そうすればがらっと動くのです。 

○委員長（氏家裕治君） 松田委員いいですか。でも町内会のほうには声をかけてくれますか。

ちょっと今松田委員のほうから提案がありまして 10 月 14 日の 13 時 30 分から 15 時 30 分の３

会場、こちら資料の中ではＡ、Ｂ、Ｃ、上からです。Ａ、Ｂ、Ｃになっていますが、これをＢ、

Ａ、Ｃにすると違った会場に、今までの自分たちの地域ではないところに入っていけるのでは

ないかということなのですが、あとはもうこれ以上動かしようがないですね。どこへ行っても

白老の中になってしまうので。こういう形でよろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（氏家裕治君） 松田議員についてはちょっと北吉原関係、申し訳ないですけれども

そういう形の中で。あと皆さんについてもそれでちょっと了承していただけますか。先ほど日

時については今ちょっと後手になりましたけれども 10月 14日と 15日のこの両日を予定してお

ります。多分個人的に議長も 15 日が所用があってできないと。14 日の日オブザーバーとして

の参加よろしくお願いいたします。またその中でも個人的にこの日どうしてもだめだという方

も中にはいらっしゃるのかもしれません。そのときにはぜひ声をかけていただければ何とか人

数的な調整はしながら回りたいと思います。実施計画案についてはこの程度でよろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（氏家裕治君） ありがとうございます。それでは皆さんちょっと大変ご苦労かけま

すけれども、各班の代表者、司会者をこの場で決めていただければ助かるのですが、よろしい

ですか。ではちょっと皆さん班で集まっていただいて時間をかけないで決めていただければと

思います。それでは皆さんよろしいですか。班編成の中で代表者、司会者が決まりましたので

こちらで確認させていただきます。Ａ班の代表、松田委員、司会を本間委員、それからＢ班の

代表、斎藤委員、司会を吉田委員。Ｃ班の代表、大渕委員、司会を山田委員、どうぞよろしく

お願いいたします。また書記というか、そういったものについては皆さん全員で書き取り、聞

き取りをしていただければと思いますのでよろしくお願いいたします。それから最後になりま

すが周知方法については今回この常任委員会の中で承認をいただいて、連合町内会のほうにあ

いさつに行かせていただきます。その後皆さんにまたその案内状というか、みたいなものを持

って町内会をちょっと回っていただくという作業に入っていただくのですが、それが１番大変

な部分であります。代表の町内会会長宅を戸別訪問してチラシ、また回覧、また声かけ等の協

力を求めて大成功にまた終わらせていきたいと思いますのでぜひご協力のほどよろしくお願い

いたします。その他町広報またホームページ、各新聞社への記事の掲載はこちらのほうで依頼

していきたいと思っておりますのでどうぞよろしくお願いいたします。皆さんに見ていただき
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たいのが最後のこの資料の裏に今回チラシとして町内会に配ろうとしているものを一応案とし

てつくってみました。今回、今までは議会懇談会というのを前面に打ち出してチラシなどをつ

くっていたのですけれども、今回はこれがいいか悪いか別にしても、あなたの町内にお邪魔し

ますと。下に議会懇談会へどうぞ来てくださいという形の中でつくらせていただきました。何

しても新しい方法でちょっとやってみたいという思いがありましたので、今回こういう形の中

で町内会におじゃましていきたいと思います。皆さんよろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（氏家裕治君） 今回また今度こういった結果を踏まえて来年度からどういった形が

いいかということをまた皆さんで議論していただければよろしいかと思いますので、ぜひ今年

度につきましては完結の年ということで今までのないやり方をやらせていただいていろんな苦

情というかクレームも多分出てくると思いますけれども、そういったものも全て踏まえながら

来年度にまた向けて頑張っていければいいかと思う、そういった議会懇談会にしてまいりたい

と思っておりますのでどうぞご協力のほどよろしくお願いいたします。もし何もなければこれ

で常任委員会のほう終了いたします。こちらレジメのほうにもちょっと書いていますけれども

分担表、また町内会長名簿、それから依頼文書、チラシについては定例会最終日までにご用意

しておきますのでその後皆さん班の中でご協力していただきながら回っていただければと思い

ます。その前には連合町内会のほうにはごあいさつに行っておきますので、ぜひよろしくお願

いいたします。  

                                         

◎閉会の宣告 

○委員長（氏家裕治君） それでは、以上をもちまして広報広聴常任委員会を終了いたします。  

（午後 ４時２２分）  


